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ごみの最終処分場
をご存知ですか？
「ごみのゆくえ」について

（続編）
　
前
号
の
狛
江
市
ご
み
半
減
新
聞
（
平
成
22

年
10
月
発
行
の
39
号
）
に
お
い
て
、『
ご
み
・

資
源
物
の
処
理
施
設
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
ご
み
の
ゆ
く
え
」
に
つ
い
て
』
を
掲
載
し
、

ご
家
庭
か
ら
出
た
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・

粗
大
ご
み
な
ど
は
稲
城
市
に
あ
る
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
で
破
砕
・
選
別
・
焼

却
な
ど
中
間
処
理
し
、
焼
却
灰
の
一
部
を

日
の
出
町
に
あ
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
の
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
そ
の
続
編
と
し
て
、
ご
み
の

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ご
み
の
処
理
は
自
区
内
処
理
と
い
う
原
則
が

あ
り
ま
す
が
、
狛
江
市
内
に
最
終
処
分
場
を
設

置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
昭
和
40
年
代
に

入
る
と
ご
み
量
の
増
加
へ
の
対
応
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
都
市
化
に
伴
い
、

人
口
が
増
加
し
て
い
た
多
摩
地
域
の
多
く
の
自

治
体
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
、
多
摩
地
域
全

体
で
広
域
的
な
対
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
三
多
摩
は
一
つ
な

り
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
多
摩
地
域
25
市
１
町

で
構
成
す
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
の

最
終
処
分
場
の
建
設
地
と
し
て
、
日
の
出
町
の

み
な
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
59
年
に
谷
戸
沢
処
分
場
を
開
場
し
、

ご
み
の
最
終
処
分
と
し
て
埋
立
処
理
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
は
二
ツ
塚
処
分
場
を

開
場
し
、
埋
立
処
理
は
継
続
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
埋
立
地
の
設
置
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
７
月
に
は
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の

一
部
と
し
て
再
利
用
す
る
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施

設
の
設
置
に
至
り
、
二
ツ
塚
処
分
場
の
大
幅
な

延
命
化
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
施

設
の
稼
動
に
よ
り
、
狛
江
市
の
ご
み
に
よ
る
焼

却
灰
の
埋
立
量
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

安
定
稼
働
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
の
出
町
の
み
な
さ
ま
と
の
信

頼
関
係
に
お
い
て
、
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
の
最
終
処
分
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
ご
み
の
安
定
処
理
を
目
指

す
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ご
み
の
最
終
処
分

場
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
や
歴
史
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
日
の
出
町

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
は
感
謝
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

後
世
に
継
承
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
出
し
た
時
点
で
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
収
集
後
に
は
必
ず
処
理

施
設
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
み
の
排
出
者
と

し
て
、
出
し
た
後
の
こ
と
ま
で
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ご
み
の
減
量
と
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る

日
の
出
町
の
み
な
さ
ま
の
負
担
を
少
な
く
す
る

こ
と
に
心
が
け
、
そ
れ
を
継
続
し
て
実
践
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
狛
江
市
全
体
で
ご
み
に
対
す
る
意
識
を
共
有

化
す
る
た
め
に
、
ご
み
半
減
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
ご
み
処
理
の
現
状
を
広
く
市
民
の

み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
情
報
発
信
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

最
終
処
分
場
の
設
置
の
経
緯
と
歴
史

ご
み
を
出
す
私
た
ち
の
使
命

二ツ塚処分場

エコセメント化施設

二ツ塚処分場

エコセメント化施設

最
終
処
分
場
の
設
置
の
経
緯
と
歴
史

ご
み
を
出
す
私
た
ち
の
使
命

ごみの最終処分場
をご存知ですか？
「ごみのゆくえ」について

（続編）

ごみの最終処分場
をご存知ですか？
「ごみのゆくえ」について

（続編）
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ご
み
の
中
間
処
理
施
設
で
あ
る
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
多
摩
川
を
運
営
す
る
多
摩
川
衛
生

組
合
（
稲
城
市
・
狛
江
市
・
府
中
市
・
国
立

市
で
構
成
）
に
お
い
て
、有
害
ご
み
（
蛍
光
管
・

乾
電
池
等
）
の
焼
却
実
験
や
不
適
正
処
理
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
有

害
ご
み
は
厳
重
に
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ

る
た
め
、
専
門
の
処
理
業
者
に
委
託
し
て
適

正
な
処
理
を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
来
の
処
理
方
法
を
大
き
く
逸
脱
す
る
処
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
環
境
へ
の
配
慮
に

欠
け
る
こ
れ
ら
の
行
為
の
重
大
性
を
踏
ま
え
、

構
成
４
市
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

原
因
・
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

再
発
防
止
策
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
報
告
書
に
お
い
て
は
、
原
因
や
問
題

点
と
し
て
多
摩
川
衛
生
組
合
の
運
営
体
制
や

組
合
職
員
の
有
害
ご
み
に
対
す
る
配
慮
の
欠

如
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
再
発
防
止
策

と
し
て
、
意
思
決
定
制
度
の
見
直
し
と
組
合

組
織
全
体
の
職
務
に
対
す
る
意
識
改
革
を
柱

に
し
た
再
発
防
止
策
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
で

こ
の
よ
う
な
問
題
が
今
後
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
有
害
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩

川
に
一
切
搬
入
し
な
い
こ
と
と
し
、
根
本
的

な
再
発
防
止
策
も
講
じ
ま
し
た
。
現
在
、
収

集
し
た
有
害
ご
み
は
、
狛
江
市
単
独
で
処
理

業
者
と
委
託
契
約
を
結
び
、
適
正
な
処
理
体

制
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
摩
川
衛
生
組
合
で
の
こ
れ
ら
一
連
の
問

題
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
日
の
出
町
、

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
、
関
係
機
関

と
の
信
頼
関
係
を
揺
る
が
す
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
の
焼
却

灰
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
11
月
９
日
か
ら
12

月
７
日
ま
で
日
の
出
町
の
最
終
処
分
場
へ
の

搬
入
を
停
止
す
る
事
態
と
な
り
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
も
ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
け
入
れ
再
開
に
ご
理
解
と
ご
配
慮

を
い
た
だ
き
ま
し
た
日
の
出
町
の
み
な
さ
ま

に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
狛
江
市
と
し
ま
し
て
も
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
多
摩
川
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
後
起

こ
ら
な
い
よ
う
多
摩
川
衛
生
組
合
の
運
営
体

制
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
失
っ
た
信
頼

を
取
り
戻
す
べ
く
構
成
４
市
と
も
協
力
体
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

多
摩
川
衛
生
組
合
の
運
営
改
善
に
つ
い
て

有
害
ご
み 

の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

クリーンセンター多摩川

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　
有
害
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
へ
搬
入
せ
ず
に
、
直
接
処
理
業
者
に
運
搬
し
て
処

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
収
集
運
搬
等
に
細
心
の
注
意
を
払
う
目
的
で
、
有
害
ご
み
の
出
し
方
を

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
狛
江
市
が
平
成
22
年
３
月
に
作
成
・
配
布
し
た
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
変
更
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
集
日
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
23
年
度
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
23
年
３
月
中
に
作
成
・
配
布
い
た

し
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
た
だ
き
、
誤
っ
て
燃
や
せ
な
い
ご
み
な
ど
に
混
ぜ
て
捨

て
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
蛍
光
管
の
出
し
方

　
破
損
防
止
の
た
め
、
購
入
し
た
と
き
の

箱
に
入
れ
（
箱
が
な
い
場
合
は
袋
に
入
れ

て
）「
蛍
光
管
」
と
表
示
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍
光
管
は
、
中
身
が

見
え
る
袋
に
入
れ
て
「
割
れ
た
蛍
光
管
」

と
表
示
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
の
出
し
方

　
中
身
が
見
え
る
袋
に

入
れ
て
「
乾
電
池
」
と

表
示
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
充
電
式
電
池
は
市
で

収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、

販
売
店
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

多
摩
川
衛
生
組
合
の
運
営
改
善
に
つ
い
て

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
水
銀
を
含
ん
だ
も
の

　
中
身
が
見
え
る
袋
に

入
れ
て
、
品
物
の
種
類

を
表
示
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

（
例
）
水
銀
体
温
計
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不法投棄は厳罰が処される重大な犯罪行為です。絶対にやめてください。

　
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
平
成
13
年
４
月

に
施
行
さ
れ
、
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
）、
冷
蔵
庫
（
冷
凍

庫
を
含
む
）、
洗
濯
機
（
衣
類
乾
燥
機

を
含
む
）
の
家
電
４
品
目
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、

排
出
者
が
販
売
店
等
に
収
集
・
運
搬
料

金
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
引

き
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
買
い
替
え
を
予
定
し

て
い
る
場
合
は
、
購
入
す
る
時
点
で
販

売
店
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

事
前
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
あ
る
質
問
を
中
心
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

家
電
４
品
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　どのくらいの料金がかかりますか？

Ａ　販売店等を経由する場合、排出者が支払う
　　料金は以下の２つです。

Ｑ　どのように廃棄すればいいですか？

Ａ　買い替える場合、処分だけの場合等で排出
　　方法が異なります。

運ぶための料金
（収集・運搬料金）

再商品化のための料金
（リサイクル料金）

■収集・運搬料金
　販売店または市内取次店に確認してください。

買い替える場合

処分だけの場合

購入したお店が
分からない場合等

買い替えをする販売店
が引き取ります。

購入した販売店に依頼
します。

市内取次店に依頼しま
す。

家電リサイクル法対象製品について、詳しくは
（財）家電製品協会  家電リサイクル券センター

（薔0120－319640）にお問い合わせください。
受付時間：午前9時 ～ 午後5時（日・祝を除く）
【ホームページ】http：//www.rkc.aeha.or.jp/

不法投棄行為の発見または不法投棄物から所有者等が判明した場合は、法律により罰せられることが

あります。不法投棄は絶対にやめてください。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）より抜粋

　【不法投棄の禁止】

　第16条　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。

　【罰則】

　第25条　不法投棄は 5年以下の懲役・1,000万円以下の罰金　に処す。（罪の未遂も含む）

不法投棄は厳罰が処される重大な犯罪行為です。絶対にやめてください。不法投棄は厳罰が処される重大な犯罪行為です。絶対にやめてください。

家
電
４
品
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

家
電
４
品
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

＋

家電リサイクル法対象製品

■市内取次店一覧

■リサイクル料金の目安（消費税込）

※製造業者等によって、リサイクル料金が異なります
　ので、あらかじめご確認ください。

冷蔵庫 エアコン テレビ
(ブラウン管式 )

洗濯機

衣類乾燥機室外機冷凍庫
薄型テレビ

(プラズマ式、液晶式 )

エアコン

ブラウン管テレビ　　　（15型以下）

　　　　　　　　　　　（16型以上）

液晶・プラズマテレビ　（15Ｖ型以下）

　　　　　　　　　　　（16Ｖ型以上）

冷蔵庫・冷凍庫　　　　（170ℓ以下）

　　　　　　　　　　　（171ℓ以上）

洗濯機・衣類乾燥機

  2,625円 ～

  1,785円 ～

  2,835円 ～

 1,785円 ～

  2,835円 ～

  3,780円 ～

  4,830円 ～

  2,520円 ～

ごだいばしでんき

でんきのエポック

富田電気商会

野川電気商会

長谷川電器

ひまわり電化センター

フクダデンキ

ベスト電器

ヤタベ電気団地店

山江電業

西野川二丁目

和泉本町一丁目

中和泉二丁目

西野川二丁目

中和泉五丁目

東和泉一丁目

元和泉一丁目

岩戸南四丁目

和泉本町四丁目

和泉本町一丁目

03－3489－2782

03－5497－2951

03－3489－7905

03－3488－6795

03－3489－8141

03－3489－4771

03－3489－2804

03－3480－1213

03－3489－0155

03－3489－0331

店　舗　名 所　在　地 電　話　番　号

品　　　目 リサイクル料金



平成23年（2011年）1月発行（Vol.40） 狛江市ごみ半減新聞 4

■生ごみ処理機の場合
　1世帯に1基までです。

　【電動式の生ごみ処理機の場合】
　購入価格の1/2（100円未満切り捨て）
　を助成し、上限は18,000円です。

　【非電動式の生ごみ処理機の場合】
　購入価格の1/2（100円未満切り捨て）
　を助成し、上限は3,000円です。

■コンポストの場合
　上限は3,000円です。
　1世帯に2基までです。

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
の

　
助
成
制
度
　が
あ
り
ま
す
。

【助成を受けるためには】

　狛江市では生ごみ処理機購入費の助成を行っています。平成20年度は33名
の方、平成21年度は25名の方がこの助成制度を利用して生ごみ処理機を購入
されました。
　その方々を対象に平成22年7月にアンケートを実施し、40名の方の回答が
ありました。アンケート結果について、下記のとおりお知らせします。

●ご意見
　・生ごみ処理機購入にあたり、市の助成をいただいて
長年の夢が叶いました。生ごみがほんの小さな固ま
りになって、廃棄も簡単になり、清潔さを保てるよ
うになりました。助成制度に感謝しています。
　・堆肥として使うにも限界がある。
　・大量の生ごみが小さくパラパラに乾燥する。懸念し
ていた匂いも気にならないどころか、むしろ香ばし
い匂いで全く不快感はない。
　・助成金が生ごみ処理機の購入を後押ししてくれまし
た。今後も続けてほしいと思います。
　・補助金ありがとうございました。とても役立ってい
ます。毎日使用しております。

　・毎晩使用していますが、これがエコになっているの
か、少し疑問（電気を使う、熱が出るため）。ただ、
生ごみ臭がないため（夏場は特に）助かります。ご
みの量も確実に減りました。
　・使用している処理機では、容器が土台（モーター部）
にのっているだけでふたも固いので、片手で開けら
れないなど、基本的な使い勝手が悪い。水分に弱いが、
使う側で工夫すれば良いと思う。可燃ごみで捨てる
のはもったいない気もします。
　・臭いごみの量が格段に減りました。買って良かった
と思います。助成ありがとうございました。生ごみ
処理機を知らない人が多いように思います。知れば、
購入する方が増えるのではないでしょうか？

●現在、生ごみ処理機を使用していますか？
　はい　→　39人
　いいえ→　01人
　【いいえの理由】
　・処理する時のにおいが気になる。生ごみが思っ

たほど出ない。

●使用している時期は？
　一年中　→　37人　ある時期のみ　→　2人

●お使いのタイプは？

●処理後に残ったものはどうしていますか？

●使用していて困ったことはありますか？

生ごみ処理機等の見本を清掃課で展示しています。
ご不明な点は、清掃課にお問い合わせください。

❶　清掃課で購入前に申請してください。

❷　申請してから30日以内に購入してください。

❸　必要書類をお持ちの上、清掃課で手続きをし
　　てください。

生ごみ処理機を購入された方へのアンケート結果について

バイオ型
5人

非電動式
1人

電動式

乾燥型
32人

　ハイブリッド型
（バイオ型・乾燥型）
　　　　1人

電動式
特になし
23人

（複数回答）

ランニングコスト
が高い　2人

音がうるさい
7人

においがする
6人

その他
9人

堆肥利用
13人

消滅するタイプ
3人

ごみとして廃棄
17人

堆肥利用と
ごみとして廃棄
　　　6人


